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　ヒックの宗教多元主義理論は、1980 年代から 90 年代にかけてキリスト教神学、諸宗教、学会
などで様々な反響を及ぼした。彼の理論展開を巡っては、これまで、神学者や哲学者たちによっ
て、さまざまな批判が定式化されている。本稿の目的は彼の理論を明確に理解するための予備的















　　カール・ラーナー『自由としての恩寵』( 武藤一雄、片柳栄一訳、白水社、1974 年 ) 中で、ラーナーは
　キリスト教にとって、他宗教はやっかいな問題であると指摘し、有名な「無名なキリスト教徒」論を論じる。
　たとえば、キリスト教と他宗教の関係を論じる場合、宗教多元主義 (religious pluralism) と宗教の多元的な








20 年間のバーミンガム時代 (4) を取り上げたい。
　このバーミンガム時代において、ヒックが二つの問題意識を抱くようになったことは、
彼がしばしば、彼自身の著書で引用するように注目に値することであろう。






















(4) バーミンガム時代について、ヒックは 1967 年ケンブリッジの神学部の講師職からバーミンガム大学 
　に籍を写す。イギリス中部の工業都市あるバーミンガムは西南アジアから、非キリスト教徒らの移民によっ
　て様々な社会問題が発生した。たとえば、ネオ・ナチ国民戦線の活動などによる、有色人種に対する暴力
　や差別である。ヒックは AFFOR(All Faiths for One Race) の議長として活動しながら、教育委員会の議長と
　して、多元的な宗教状況に相応しいカリキュラムを作り出した。
























    
３．多元主義と仮説
　ヒックの宗教多元主義について、様々な批判がなされてきた。ヒック自身も述べたように、そ
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　ティリッヒの究極的関心 (ultimate concern) における「機能」の概念については、芦名定道『ティリッヒ
　と現代宗教論』(北樹出版、1994 年、77 頁、参考 .)「ティリッヒの宗教の規定として最もよく論じられる
　＜究極的関心＞は、しばしば宗教の機能的規定に分類されるが、( 略 ) ＜逆説的によってのみ機能と名づ
　ける＞と言われるように、ティリッヒは宗教と機能とを結びつけることに慎重である。( 略 ) ティリッヒ
　の言う精神の諸機能が社会システムや人格システムの平面上で機能するのに対して、宗教はこの平面上の
　存立と、その根拠に関わっていると。これはティリッヒが使う＜深み＞という隠喩によく現れている。」
(26) John Hick An interpretation of Religion -Human Responses to the Transcendent- Second Edition  : Palgrave 
　Macmillan 2004.p.4.
(27) ジョン・ヒック『宗教の哲学』(間瀬啓允・稲垣久和訳、勁草書房、2002 年、243-244 頁。)






































































(33) John Hick An interpretation of Religion -Human Responses to the Transcendent- Second Edition  : Palgrave 
　Macmillan 2004.p.204.















































（Bahng Jun Sik 京都大学大学院文学研究科修士課程）
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